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コ
ロ
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の
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染
が
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な
ぁ

警
報
が
出
た
け
ど
、
ど
う
し
よ
う

密集状態になりやすい避難所では、新型コロナウイルスの感染が広がるリス
クがあります。しかし、それを恐れ、漠然と「避難しない」という選択が一番
危険です。大切なのは、今からできる準備をして選択肢を増やすこと。自分が
住む場所の災害リスクを再確認し、避難情報などと合わせて行動できるよう
にしましょう。今、災害が起こったら、あなたは迷わず行動できますか――

「災害からの避難を優先」が基本

新型コロナと自然災害
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◉６月上旬に五十崎地域の山
中で撮影したヒメボタルです。
日が暮れると、ポツポツとかわ
いらしい光が見え始めます。ゲ
ンジボタルの光より小さく、点
滅が早いのが特徴です。この日
は100匹以上のヒメボタルが
乱舞し、幻想的な光景を見せて
くれました。表紙の写真は１時
間かけて何十枚もの写真を撮
影し、重ねた合成写真ですが、
実際はもっと感動的でした。

ぼくの夢　わたしの夢

伊達　美
み さ き

沙希さん　五十崎小学校６年（上村）

子どもたちを笑顔にできる
優しい保育士になりたい

　私は何に対しても一番に反応することを心掛けています。こ
れはクラスの目標の一つでもあります。自信が無くて一番に何
かをすることが怖かったけれど、今は授業で間違ってもいいか
らすぐに手を挙げています。積極的に発表できていることがう
れしいです。
　夢は保育士です。幼稚園のときに担任だった先生のようにな
りたいと思ったからです。先生は優しくて、面白くて、笑顔が
かわいい人でした。お泊まり保育の肝試しで、怖くて泣いてい
た私に、優しく声を掛けながら一緒に回ってくれました。先生
がそばに居てくれたので怖い肝試しも楽しい思い出です。将来
は子どもたちを笑顔にできる先生になりたいです。間違ったこ
とをした子には優しく教えてあげて、頑張っている子にはアド
バイスをして応援してあげたいです。
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特集　夏が、来る。
広報せいよ2019．７月号

平成30年７月豪雨から1年を迎えた西予市。
あの日の出来事を風化させないという思いで
作られた特集です。被害状況を記録として残
すとともに、涙を流しながらも励まし合い、
がむしゃらに歩み続けた市民の姿を伝えてい
ます。濁流の中、ご近所さんを
救い出した男性の「美談では
なく、教訓にしてほしい」とい
う言葉が、胸に刺さります。

た
か
ら
大
丈
夫
で
は
な
く
、
そ
ん
な
対

策
が
必
要
な
場
所
だ
か
ら
危
険
な
ん

だ
、
と
考
え
方
を
改
め
る
こ
と
で
す
。

次
の
大
雨
で
は
水
が
堤
防
を
越
え
る
か

も
し
れ
な
い
―
―
　
そ
ん
な
想
像
力
が

早
め
の
避
難
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
大
災
害
時
に
は
、
要
と
な
る
役

場
に
３
分
の
１
の
職
員
し
か
来
ら
れ
な

い
と
い
う
事
態
が
起
こ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
状
況
で
避
難
所
に
職
員
を

配
置
す
る
の
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。
小

さ
な
災
害
の
と
き
に
こ
そ
行
政
に
頼
ら

ず
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
自
分
た
ち
の
手

で
避
難
所
を
運
営
す
る
こ
と
は
、
町
全

体
の
防
災
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。

生
き
る
た
め
の
努
力
を
―
―

　
一
番
に
は
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

こ
と
。
そ
れ
が
他
の
人
を
助
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
多
く
の
被
災
地
に
行
っ

て
耳
に
す
る
の
は
、
同
じ
言
葉
で
す
。

反
省
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。「
ち
ゃ
ん
と
準

備
し
て
い
た
ら
」「
も
っ
と
早
く
逃
げ
て

い
れ
ば
」
―
―
。「
た
ら
」「
れ
ば
」、
と

後
悔
し
て
も
、
亡
く
な
っ
た
人
は
戻
り

ま
せ
ん
。
新
型
コ
ロ
ナ
で
避
難
方
法
を

再
考
で
き
る
の
は
、
け
が
の
功
名
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
が
事
前
に
準

備
し
、
危
険
が
予
測
さ
れ
る
と
き
は
早

め
に
避
難
す
る
こ
と
。
避
難
し
て
何
も

起
こ
ら
な
か
っ
た
ら「
い
い
訓
練
が
で

き
た
」と
思
え
ば
い
い
。
自
然
の
脅
威
が

想
像
を
超
え
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
。

平成30年７月15日に内子東自治センターで開かれた「城廻自治会防災学習会」。毛利さ
んが講師となり、講演と防災マップ作りをしました。毛利さんは「自分が住んでいる場
所をよく知ること。その状況や災害によって避難の仕方が変わる」と話しました。

『広報せいよ』はこちらをご覧ください▶

他市の広報紙から学ぶ。   ぜひ一度読んでほしい災害特集
災害の記録を防災の糧に――

迷わず避難できますか
特 集 新型コロナと自然災害
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新型コロナウイルスに対する怖さは、避難の必要性の判断を鈍らせてしまう
かもしれません。迷わず安心して避難するために大切なのは、今までよりも
しっかりとした心構えではないでしょうか。コロナ禍にあっての「災害への
備え」などについて、専門家の毛利泰明さんに話を伺いました。

感染リスクの高い今だからこそ身に付けよう

コ
ロ
ナ
禍
の
避
難
所
運
営

　
避
難
所
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症（
以
下
、
新
型
コ
ロ
ナ
）

の
感
染
拡
大
の
予
防
は
大
切
で
す
が
、

入
口
で
見
分
け
る
の
は
非
常
に
難
し
い

で
す
。
症
状
が
出
な
い
人
も
い
る
し
、

発
症
前
で
も
感
染
す
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
た
か
ら
で
す
。

　
避
難
所
運
営
は
感
染
者
が
来
る
前
提

で
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
こ

で
重
要
に
な
る
の
が
、
重
症
化
リ
ス
ク

の
あ
る
人
が
感
染
し
な
い
こ
と
―
―
。

自
治
会
な
ど
の
役
員
を
す
る
皆
さ
ん
は

高
齢
者
が
多
く
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
な

ど
の
持
病
が
あ
る
人
も
少
な
く
な
い
と

思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
は
、

そ
う
い
う
心
配
の
あ
る
人
が
、
避
難
所

運
営
に
携
わ
ら
な
い
方
が
い
い
。
役
員

だ
か
ら
と
無
理
を
せ
ず
、
ま
ず
は
自
分

の
命
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
大
災
害
の
と
き
は
誰
が
避
難
所
に
来

ら
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
今
だ
か
ら

こ
そ
、「
役
員
だ
か
ら
」で
は
な
く「
誰

も
が
」、
災
害
時
に
何
を
す
る
べ
き
か

を
理
解
し
、
行
動
で
き
る
よ
う
に
話
し

合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

分
散
避
難
の
ス
ス
メ（
※
）

　
避
難
所
の
密
集
を
避
け
る
た
め
に
、

別
の
避
難
先
を
探
す
の
も
有
効
で
す
。

親
戚
や
知
人
の
家
、
宿
泊
施
設
な
ど
、

安
全
に
避
難
で
き
る
経
路
と
場
所
の

検
討
を
、
個
々
で
し
て
お
く
の
が
理
想

的
。
地
域
の
防
災
活
動
は「
避
難
所
に

集
め
る
訓
練
」
か
ら「
避
難
先
を
分
け

る
行
動
計
画
づ
く
り
」
へ
変
え
て
、
分

散
避
難
の
考
え
方
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
住
む
場
所
に
ど
ん
な
危
険
が
あ

る
か
を
把
握
し
、
災
害
の
種
類
ご
と
に

「
避
難
す
る
判
断
基
準
」と「
ど
こ
に
避

難
す
る
か
」
を
決
め
て
、
早
め
の
避
難

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

大
災
害
へ
の
備
え

　
被
害
を
軽
減
で
き
る
の
は
、
想
像
力

で
す
。
自
然
の
脅
威
は
想
像
以
上
で
、

「
大
丈
夫
」は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
川
の
堤
防
。
昔
よ
り
高
く
な
っ

災害前の「避難の心得」

熊本地震リポート 復興の光
広報きくち2016．６月号

平成28年４月に起こった熊本地震。その２
カ月後に発行された熊本県菊池市の広報紙で
す。災害発生時の状況から、現場での対応、被
害の大きさなどが克明に記録されています。
震災および復興の記録資料としても極めて貴
重で、広報の果たす役割の重
要さを改めて感じる紙面で
す。被災者の生の声からは、
地震の怖さが伝わります。

防災アドバイザーなどの立場で
全国各地に出向き、災害図上訓
練や避難所運営シュミレーショ
ン、学校防災キャンプなどの指
導・助言をする他、全国の災害
地調査を行っている。

（一財）消防防災科学センター
防災図上訓練指導員

毛利　泰
ひろあき

明さん＝鬼北町＝

（※）避難所に限らず、親戚の家など
いろいろな場所に分かれて避難す
ること。避難所以外へ避難する場合
は、地域の人への連絡を忘れずに。

『広報きくち』はこちらをご覧ください▶

他市の広報紙から学ぶ。   ぜひ一度読んでほしい災害特集
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災害
備える

に

　チェックリスト

「非常用待ち出し品」は、避難するときにまず持ち出すべきものです。
リュックに入れて、寝室や玄関など持ち出しやすい場所に置いてお
きましょう。大きさや重さを運ぶ人に合わせることも大切です。
「非常備蓄品」は避難後の生活を支えるものです。家庭によって必
要なものは変わります。何がないと困るかを想像しながら、あな
たに必要な備えを確認してみてください。

Check !

家族で
確認しよう

家に備える「非常備蓄品」 避難場所を確認する

すぐに持ち出したいもの（「非常用持ち出し品」の一例）

携帯ラジオ

水

貴重品

衣類・下着

非常食

ウエットティッシュ

マッチ・ろうそく

救急セット

懐中電灯

ヘルメット

軍手

持病の薬・処方箋

マスク

手指消毒用
アルコール

体温計

せっけん
ハンドソープ

予備電池
携帯充電器

口腔ケア用ウエッ
トティッシュ

歩きやすい
運動靴

手動充電式が便利

歯ブラシ・歯磨き粉も

ごはん、レトルト食品、ビ
スケット、乾パンなど

通帳、現金、パスポート、運
転免許証、病院の診察券、
マイナンバーカードなど

大災害時などは、公的な支援物資がすぐに届かないかもし
れません。最低でも３日、可能なら１週間分を備蓄しましょ
う。実際にライフラインが止まったら、どのような困りごと
が起こるか、普段から意識して災害に備えましょう。

Check  

Check  Check  

１

２ ３

ばんそうこう、包帯、消毒
液、常備薬など

手動充電式が便利

感染症への備え

迷わず避難できますか
特 集 新型コロナと自然災害

食料や水（最低３日分）×家族の人数分

生活用品　※例えばトイレットペーパー、ポリタンク、ガ
スコンロ、毛布など、生活に欠かせないもの

※保存期間の長いものを買い、消費したら補充する習慣を

どのタイミングで、どこへ、どのように避難
するかを家族で確認しましょう。

いつ どこへ どうやって

例（洪水） 警報が出たら 親戚の家へ 祖父母と車で

□洪水

□土砂災害

□地震

簡易トイレ
（シートや凝固剤）
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災害から自分の身を守るためには、情報や知識をもとに安全に避難することが大
切。防災マップは住んでいる場所の災害のリスクを知り、危険が予測されるとき
の行動の手助けになることを願い、作られたものです。いつか必ず起こる災害に
備え、いま必要なことを家族や友人たちと一緒に確認してみませんか。

　
　
　
子
町
で
は『
内
子
町
防
災
マ
ッ

　
　
　
プ
』と『
小
田
川
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
』を
作
成
し
て
い
ま
す
。
防

災
マ
ッ
プ
は
各
自
治
会
単
位
の
も
の

が
あ
り
、
災
害
時
の
避
難
場
所
や
、

土
砂
災
害
な
ど
の
危
険
区
域
を
示
し

て
い
ま
す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
小

田
川
の
氾
濫
に
よ
る
浸
水
の
範
囲
を

予
測
し
、
可
視
化
し
て
い
ま
す
。

　
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
を
見
る
こ
と

で
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
場
所
に
ど

ん
な
災
害
の
リ
ス
ク
が
あ
る
か
を
把

握
で
き
ま
す
。
そ
の
上
で
、
自
分
の

家
の
構
造
や
家
族
の
状
況
な
ど
を
踏

ま
え
、「
ど
ん
な
避
難
が
ベ
ス
ト
か
」

を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
避
難
の
方

法
に
は
、
自
宅
に
と
ど
ま
る「
在
宅

避
難
」も
あ
り
ま
す
。「
住
宅
の
耐
震

化
」「
食
料
や
飲
料
の
備
蓄
」「
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
代
替
品
の
用
意
」な
ど

の
日
頃
か
ら
の
準
備
が
あ
り
、
自
宅

の
安
全
が
確
認
で
き
る
場
合
は「
在

宅
避
難
」も
選
択
肢
の
一
つ
で
す
。

　
大
切
な
の
は「
事
前
の
準
備
」「
早

め
の
避
難
」
の
徹
底
。
災
害
の
危
険

が
近
づ
く
と
と
も
に
避
難
の
選
択
肢

は
減
り
ま
す
。
周
囲
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
最
寄
り
の
避

難
所
に
避
難
す
る
こ
と
も
必
要
で

す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
冷
静
な
判

断
が
で
き
る
よ
う
、
今
日
は
家
族
で

防
災
マ
ッ
プ
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

防災マップを広げよう

【小田川洪水ハザードマップ】　
48時間で811㍉の大雨が降り、内子・五十崎地区において
小田川が氾濫した場合の浸水の範囲と深さを予測したもの
です。住んでいる地域の危険度を確認し、いざというとき、
どのように自分や家族の身を守るかを考えてみてください。
避難に必要な準備などの情報も併せて掲載しています。浸
水想定区域はもちろん、それ以外の区域でも身の危険を感
じたら、早めに避難するよう心掛けてください。

「小田川洪水ハザードマップ」
はこちらでご覧ください▶

内

４世代で避難経路などを確認する
沼井高

た か し

志さん（左）＝東沖＝のご一家。
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子
ど
も
た
ち
に
安
心
し
て

学
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い

と
大
洲
青
年
会
議
所（
梶
本

雅ま
さ
ふ
み文

理
事
長
）は
５
月
26
日
、

内
子
町
内
の
小
中
学
校
に
消

毒
液
と
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
タ

ン
ク
、ス
テ
ッ
カ
ー
シ
ー
ル
を

寄
贈
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ッ
カ
ー
に
は「
手
洗

い
は
こ
ま
め
に
丁
寧
に
」「
感

染
へ
の
偏
見
や
差
別
は
ゼ

ロ
」
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
か
ら
大
切
な
人
を
守

る
18
の
目
標
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
梶
本
理
事
長
は「
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
大
人
の

笑
顔
を
作
る
力
に
な
る
。
感

染
予
防
を
一
人
一
人
が
実
行

し
て
、そ
の
笑
顔
が
増
え
て
ほ

し
い
」と
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

山
岡
晋す
す
む

教
育
長（
左
）に
消
毒
液
と
タ

ン
ク
を
手
渡
す
梶
本
雅
文
理
事
長

大
切
な
人
を
守
る
た
め
に
―
―

大
洲
青
年
会
議
所
の
寄
贈
と
啓
発
活
動

生
徒
の
ア
イ
デ
ア
で
学
校
を
よ
り
楽
し
く

小
田
分
校
が
恒
例
の「
オ
ダ
カ
ン
」を
開
催

　
「
小
田
高
生
全
校
会
議（
オ

ダ
カ
ン
）」が
６
月
４
日
、
内

子
高
等
学
校
小
田
分
校
で

開
か
れ
ま
し
た
。
同
校
が
推

進
す
る
起
業
家
教
育
の
一
環

で
、
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
を

元
に
各
グ
ル
ー
プ
で
企
画
を

練
り
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

能
力
な
ど
を
競
い
ま
す
。
最

優
秀
に
選
ば
れ
た
企
画
は
実

現
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は「
小お

だ田

盛も
り

～
私
た
ち
の
私
た
ち
に
よ

る
私
た
ち
の
た
め
の
小
田
校

生
活
～
」。
最
初
に
イ
ン
プ
ッ

ト
講
座
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な

ど
８
人
の
講
師
が
登
壇
。
ア

イ
デ
ィ
ア
の
発
想
法
な
ど
を

学
ん
で
か
ら
、
楽
し
く
学
校

生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
を
考
え
、
３
分
の
動
画

に
ま
と
め
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
に
は「
ゆ
る
キ
ャ

ラ
で
学
校
を
Ｐ
Ｒ
」や
、「
屋

上
で
弁
当
を
食
べ
ら
れ
る
日

を
つ
く
る
」な
ど
を
提
案
し
た

２
つ
の
班
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

1

1_オダカンは生徒主体で会議を進める　2_各グループに講
師一人がついてオンライン授業　3_慣れた様子で動画を撮影

3 2

子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
た
め
に
流
す
汗

建
設
業
組
合
が
修
繕
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け

た
商
店
街
を
応
援
し
よ
う
と

「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
ウ
チ
マ
チ

お
買
い
物
券
」（
内
子
ま
ち
づ

く
り
商
店
街
協
同
組
合
主
催
、

大
西
啓け

い
す
け介
代
表
理
事
）の
販

売
が
６
月
１
日
、
ま
ち
の
駅

Ｎナ

ン

ゼ

ａ
ｎ
ｚ
ｅ
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

６
０
０
０
円
分
の
商
品
券

を
５
０
０
０
円
で
販
売
す
る

事
業
で
、
プ
レ
ミ
ア
ム
分
の

１
０
０
０
円
は
有
志
か
ら
の
寄

付
を
原
資
と
し
て
い
ま
す
。好

評
で
６
月
10
日
に
は
１
０
１
７

セ
ッ
ト
を
完
売
。
大
西
理
事

長
は「
た
く
さ
ん
の
好
意
に

感
謝
。
元
気
な
姿
で
、
皆
さ

ん
の
思
い
に
応
え
た
い
」と
話

し
ま
し
た
。
商
品
券
の
有
効

期
限
は
12
月
31
日
ま
で
。

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
で
商
店
街
を
応
援

販
売
開
始
日
に
集
ま
っ
た
内
子
ま
ち
づ
く

り
商
店
街
協
同
組
合
の
皆
さ
ん

内
子
児
童
館
の
生
垣
の
支
柱
を
新
し
く
し

て
い
る
建
設
業
組
合
の
皆
さ
ん

「
い
つ
も
き
れ
い
な
内
子
駅
を
あ
り
が
と
う
」

廿
日
市
自
治
会
に
環
境
美
化
の
知
事
表
彰

　

環
境
の
日
の
６
月
５
日
、

長
年
に
わ
た
り
Ｊ
Ｒ
内
子
駅

前
の
環
境
美
化
活
動
を
続
け

て
い
る
廿
日
市
自
治
会（
福

岡
孝た

か
お男

自
治
会
長
）が
、「
令

和
２
年
度
生
活
環
境
づ
く
り

活
動
功
労
者
知
事
表
彰
」を

受
け
ま
し
た
。

　

廿
日
市
自
治
会
は
分
館
時

代
の
平
成
３
年
か
ら
、
内
子

町
の
玄
関
口
で
あ
る
内
子
駅

の
構
内
や
駅
前
広
場
の
清
掃

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
同
自

治
会
の
有
志
で
つ
く
る「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
の
会
」

が
花
の
植
栽
や
管
理
を
平
成

５
年
か
ら
続
け
る
な
ど
、
良

好
な
景
観
や
生
活
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

福
岡
自
治
会
長
は「
月
２

回
の
清
掃
に
、
毎
回
多
く
の

人
が
参
加
し
て
く
れ
る
。
枯

れ
た
花
を
補
充
す
る
な
ど
、

い
つ
も
き
れ
い
に
す
る
の
は
大

変
だ
け
ど
、
皆
さ
ん
の
協
力

で
で
き
て
い
る
。
受
賞
は
名

誉
な
こ
と
で
う
れ
し
い
」と
喜

び
ま
し
た
。

1

1_清掃は月毎の交代制。６月14日に参加した皆さん　2_駅
の隅々まできれいに　3_1,000本以上のベゴニアなどを植栽

3 2

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安

心
の
た
め
に
、
職
人
技
で
貢

献
し
よ
う
と「
内
子
町
建
設

業
組
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」

（
西
渕
菊き

く
と
し寿
組
合
長
）が
６
月

６
日
、
町
内
の
小
学
校
な
ど

７
箇
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
35
人
が
参
加
し
、

本
棚
や
靴
箱
な
ど
を
修
繕
。

内
子
児
童
館
で
生
垣
の
支
柱

を
直
し
た
組
合
員
は
、「
仕

事
で
は
し
な
い
作
業
」
と
苦

笑
い
し
な
が
ら
も
、
仲
間
と

教
え
合
い
な
が
ら
楽
し
そ
う

に
作
業
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

同
館
の
佐
野
か
お
り
さ
ん
は

「
き
れ
い
な
生
垣
に
な
っ
た
。

毎
年
、
何
か
を
修
理
し
て
も

ら
い
、
す
ご
く
助
か
っ
て
い

る
」と
感
謝
し
ま
し
た
。

消
防
団
員
と
し
て
地
域
の
消
防
活
動
に
尽
力

大
程
久
壽
男
さ
ん
が「
瑞
宝
単
光
章
」を
受
章

れ
た
、
大
程
久く

す

お

壽
男

さ
ん
が「
瑞
宝
単
光

章
」
を
受
章
し
ま
し

た
。
大
程
さ
ん
は
昭

和
54
年
に
内
子
町

消
防
団
に
入
団
。
平

成
24
年
か
ら
内
子
方

面
隊
長
と
し
て
指
揮

を
取
る
な
ど
、
37
年
あ
ま
り

の
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
の

消
防
活
動
や
団
員
の
育
成
に

尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

大
程
さ
ん
は「
操
法
訓
練

な
ど
で
団
員
が
成
長
す
る
姿

を
見
る
の
が
励
み
で
し
た
。

方
面
隊
長
な
ど
の
大
役
を
全

う
で
き
た
の
は
、
皆
さ
ん
の

協
力
の
お
か
げ
。
受
章
後
に

は
多
く
人
か
ら
お
祝
い
の
言

葉
を
い
た
だ
き
、
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
」
と
喜
び

を
語
り
ま
し
た
。

　

春
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、

内
子
町
か
ら
消
防
団
員
と
し

て
の
長
年
の
功
績
が
認
め
ら



新緑の小田深山へようこそ。

この季節の小田深山は生命力にあふれ

ています。木々の揺らぎや頬をなでる

優しい風。川のせせらぎと山々に響く

鳥の声。樹齢何百年といわれる巨木の

芽吹きを見て、大自然の時の流れに思

いをはせます。足元に咲く小さな花。底

まで見える透き通った清流。空気も澄

んでいます。その中で大きく深呼吸し

てみる――。小田深山の自然を体いっ

ぱいに感じて、身も心も癒されます。

1_澄みきった美しい渓流　2_岩の上に芽を出し
た新しい命。朝日に輝く 　3_花の種が川の流れ
で運ばれていく　4_シオジの大きな幹。根っこが
岩と一体になっている　5_清流や緑が心地良い
五色河原　6_小田深山で暮らす生き物　7_巨木
の芽吹き。新緑が空一面に広がる

1

567

新
緑
の
小
田
深
山

内
子
往
来
特
別
編
　
R02.06.U

chiko
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住
み
た
い
人
を
よ
べ
る
ま
ち

未
来
へ
つ
な
が
る
仕
事
を
創
造
す
る
ま
ち

要
な
情
報
を
発
信
し
ま
す
。
一

緒
に
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
と
気
持

ち
が
通
じ
合
っ
た
人
た
ち
が
集

ま
れ
る
よ
う
な
環
境
を
整
備

し
、
ま
ち
の
力
を
養
い
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
事
例
案
】

●
外
部
人
材
に
よ
る
ま
ち
の
活 

　性
化

●
受
入
環
境
の
充
実

●
移
住
お
試
し
機
能
の
充
実

●
子
育
て
支
援
の
充
実

林
業
、商
工
業
、
観
光
業
な
ど

の
連
携
を
強
化
し
、人
材
の
確

保
と
魅
力
あ
る
産
業
の
創
出
・

育
成
を
進
め
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
事
例
案
】

●
担
い
手
の
育
成

●
労
働
力
の
確
保

●
内
子
ブ
ラ
ン
ド
を
生
か
し
た

　

　産
品
づ
く
り

●
創
業
・
起
業
支
援

●
産
業
の
連
携
推
進

　
内
子
町
に
移
住
し
た
多
く

の
人
が
、
町
の
文
化
や
自
然

な
ど
に
魅
力
と
可
能
性
を
感

じ
て
い
ま
す
。
都
会
の
生
活

か
ら
離
れ
、
文
化
的
な
暮
ら

し
や
農
あ
る
暮
ら
し
を
し
た

い
と
い
う
人
も
増
え
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
に

内
子
町
で
の
暮
ら
し
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
提
供
す
る
場
を
作

り
出
し
、
併
せ
て
移
住
に
必

　
こ
れ
ま
で
の
政
策
で
、
産

直
市
場
の
設
置
、林
業
の
六

次
産
業
化
、町
内
産
品
の
大

都
市
圏
や
海
外
へ
の
販
路
拡

大
、創
業
・
起
業
支
援
制
度

の
創
設
な
ど
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。

　
一
方
で
生
産
者
は
高
齢
化

し
、
担
い
手
の
確
保
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
政
策
を
基
礎
に
農
業
、

ミ
ラ
イ01

Policies of Uchiko Town

災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち

く
り
に
取
り
組
み
、
災
害
時
に

住
民
が
自
ら
行
動
す
る
「
自

助
」、
住
民
同
士
が
協
力
し
て

助
け
合
う
「
共
助
」
の
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
事
例
案
】

●
リ
ス
ク
の
周
知

●
地
域
防
災
力
の
強
化

●
ま
ち
の
耐
震
化

●
拠
点
機
能
の
強
化

●
避
難
所
の
充
実
強
化

　
今
後
予
測
さ
れ
る
大
規
模

災
害
や
原
発
に
よ
る
複
合
災

害
に
対
し
、
防
災
・
減
災
の

両
面
か
ら
最
善
の
備
え
を

し
、
災
害
発
生
時
の
支
援
体

制
な
ど
の
「
公
助
」
を
強
化

し
ま
す
。

　
食
料
や
燃
料
の
備
蓄
、
建

物
の
耐
震
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
日
頃
か
ら
家
庭
や
地

域
で
災
害
に
備
え
る
環
境
づ

ミ
ラ
イ04

Policies of Uchiko Town

ミ
ラ
イ03

Policies of Uchiko Town

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
互
い
を

理
解
し
、
地
域
で
支
え
合
い
な

が
ら
一
緒
に
地
域
を
つ
く
る
環

境
を
生
み
出
し
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
事
例
案
】

●
地
域
の
元
気
を
創
造
す
る

●
生
き
が
い
を
感
じ
る
場
の
提
供

●
社
会
と
の
つ
な
が
り
の
強
化

●
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

　

　採
用

●
地
域
医
療
体
制
の
維
持
・強
化

　「
住
み
続
け
ら
れ
る
」
内

子
町
に
す
る
た
め
に
、
誰
も

が
地
域
の
担
い
手
と
し
て
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目

指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

支
え
る
側
と
支
え
ら
れ
る
側

に
分
か
れ
る
の
で
は
な
く
、

誰
も
が
役
割
を
持
ち
活
躍
で

き
る
地
域
共
生
社
会
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

 

年
齢
や
性
別
、
障
が
い
の

ミ
ラ
イ02

Policies of Uchiko Town

Policies of U
chiko T

ow
n　

特
集
２

　内
子
の
ま
ち
づ
く
り

　ミ
ラ
イ
・
プ
ラ
ン
01
〜
04
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総
合
計
画
の
役
割

　
内
子
町
総
合
計
画
は
町
の
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
な
る
最
上
位
計
画
で
す
。

時
代
の
動
向
を
見
極
め
、
町
を
取
り
巻

く
状
況
や
直
面
す
る
課
題
を
分
析
し
、

未
来
に
向
け
て
適
切
な
対
応
策
を
示
し

て
い
ま
す
。
課
題
解
決
の
施
策
や
事
業

を
立
案
し
、
予
算
の
裏
付
け
を
し
て
、

計
画
的
に
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ

の
計
画
の
役
割
で
す
。
平
成
27
年
３
月

に
「
第
２
期
内
子
町
総
合
計
画
」
を
策

定
し
、
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
を
示
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
作
っ
た
後
期
計
画

　
昨
年
度
、
平
成
27
年
度
か
ら
５
年
間

の
前
期
計
画
期
間
が
満
了
し
、
令
和
２

年
度
か
ら
６
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
後

期
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、「
み
ん
な
で
つ
く
る
総
合

計
画
」
を
目
指
し
、
住
民
の
人
々
と
役

場
職
員
が
テ
ー
マ
ご
と
に
策
定
チ
ー
ム

を
編
成
し
て
一
緒
に
計
画
づ
く
り
を
行

い
ま
し
た
。
初
め
て
の
試
み
と
し
て
中

学
生
や
高
校
生
が
、
住
み
た
い
将
来
の

内
子
町
に
つ
い
て
話
し
合
う
「
学
校
別

未
来
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開

催
し
て
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

意
見
も
聞
き
出
し
ま
し
た
。

シ
ン
ボ
ル
事
業
の「
ミ
ラ
イ・
プ
ラ
ン
」
　

　
ミ
ラ
イ
・
プ
ラ
ン
と
は
、
理
想
と
す

02

る
町
の
将
来
の
姿
・
目
標
を
示
し
た
基
本

構
想
の
考
え
方
を
体
現
す
る
シ
ン
ボ
ル
的

な
事
業
で
す
。

　
町
で
は
「
町
並
み
、
村
並
み
、
山
並
み

が
美
し
い
持
続
的
に
発
展
す
る
ま
ち
」
を

目
指
し
、
町
並
み
保
存
、
農
村
景
観
の
保

全
、山
の
環
境
保
全
、先
進
的
な
環
境
政
策
、

地
域
づ
く
り
計
画
書
を
策
定
し
た
住
民
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
積
み
重
ね
が
、
町
の
魅
力
と
し
て
花
開

こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
培
っ

て
き
た
内
子
の
強
み
を
最
大
限
に
生
か
し
、

「
稼
ぐ
力
」
の
あ
る
内
子
町
、「
住
み
続
け

ら
れ
る
」
内
子
町
を
目
指
し
ま
す
。

内子のまちづくり特
集
２

【計画の期間】
H27

(2015) H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5
R6

(2024)

基本構想（2015～2024）

前期基本計画（2015～2019） 後期基本計画（2020～2024）

内子町では昨年度、「みんなでつくる総合計画」を目指し、住民の皆さんと役場職員
が協力し「第２期内子町総合計画後期計画」を策定しました。特集２では基本構想
を体現化した12の「ミライ・プラン」を紹介します。

「第２期内子町総合計画後期計画」は、前期計画を振り返るとと
もに、急速な社会情勢の変化などへ対応するため、５年間の重
点施策を定めたものです。概要版は今後、全戸配布する予定で
す。全体の計画は、町のホームページをご覧ください。
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次
世
代
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
な
ま
ち

五
十
崎
の
ミ
ラ
イ

題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
公
共
分
野
で
は
、
事
務
の
効

率
化
、
所
属
を
超
え
た
横
断
的

な
推
進
体
制
の
整
備
、
専
門
的

な
知
識
を
有
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材

の
育
成
な
ど
を
図
り
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
事
例
案
】

●
行
政
事
務
の
効
率
化
・
働
き

　方
改
革
の
推
進

●
暮
ら
し
に
寄
与
す
る
次
世
代

　

　技
術
の
導
入

デ
ィ
ン
グ
や
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制

度
な
ど
、
地
域
資
源
を
生
か
し

守
る
た
め
の
取
り
組
み
も
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
資

源
の
情
報
発
信
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
潜
在
的
な
資
源
の
発

掘
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
事
例
案
】

●
資
源
の
見
え
る
化

●
も
の
づ
く
り
と
ア
ー
ト
の
ま
ち

●
川
づ
く
り
の
継
承

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）、
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）、
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ
ッ

ト
に
よ
る
自
動
化
）
な
ど
の

普
及
・
進
展
な
ど
を
的
確
に

把
握
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積
極
的
な
活
用

を
進
め
ま
す
。
新
し
い
技
術

で
生
産
性
の
向
上
や
高
品
質

化
、
労
働
力
不
足
な
ど
の
課

　
五
十
崎
地
区
は
歴
史
も
古

く
、
伝
統
行
事
で
あ
る
大
凧

合
戦
が
今
も
続
き
、
大
洲
藩

の
専
売
品
で
あ
っ
た
大
洲
和

紙
の
技
術
を
伝
え
る
和
紙
工

場
や
、
紙
漉
き
職
人
も
現
役

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
山
間
部
に
は
日
本
棚
田
百

選
の
「
泉
谷
の
棚
田
」
が
保

全
さ
れ
て
い
ま
す
。
和
紙
に

新
た
な
境
地
を
開
い
た
ギ
ル

ミ
ラ
イ09

Policies of Uchiko Town

小
田
の
ミ
ラ
イ

小
田
で
心
豊
か
に
過
ご
す
小
田

流
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
確
立
を

目
指
し
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
事
例
案
】

●
小
田
深
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
小
田
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

●
空
き
家
や
公
共
施
設
の
有
効

　活
用

●
内
子
高
等
学
校
小
田
分
校
の

　

　魅
力
化

●
お
だ
住
み
よ
い
計
画

　
小
田
地
区
は
古
く
か
ら
林

業
が
盛
ん
で
し
た
。
近
年
は

原
木
市
場
の
扱
い
量
が
再
び

高
ま
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
が
稼
働
す
る
な
ど
活
気
を

取
り
戻
し
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
躍
な
ど
に
よ
り
、
若
い
世

代
の
移
住
が
増
え
、
将
来
の

可
能
性
が
芽
生
え
て
い
ま

す
。
こ
の
機
運
を
生
か
し
、

ミ
ラ
イ12

Policies of Uchiko Town

ミ
ラ
イ11

Policies of Uchiko Town

内
子
の
ミ
ラ
イ

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
観
光
資
源
を
生
か
し
、
来
訪

者
が
町
内
で
ゆ
っ
く
り
滞
在
す

る
よ
う
、
暮
ら
し
と
観
光
の
融

合
を
図
り
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
事
例
案
】

●
内
子
駅
前
交
流
計
画

●
内
子
本
町
商
店
街
に
ぎ
わ
い

　計
画

●
歴
史
文
化
が
息
づ
く
「
ま
ち

　

　づ
く
り
」
計
画

　
内
子
地
区
は
内
子
町
の
中

心
市
街
地
を
形
成
し
、
Ｊ
Ｒ

内
子
駅
や
松
山
自
動
車
道
内

子
五
十
崎
Ｉ
Ｃ
が
位
置
す
る

な
ど
、
町
の
玄
関
口
と
し
て

機
能
し
て
い
ま
す
。
長
年
、

町
並
み
保
存
や
村
並
み
保
存

に
取
り
組
み
、
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
や
内
子
座
が

保
存
さ
れ
る
と
と
も
に
、
周

辺
部
に
は
豊
か
な
農
村
景
観

ミ
ラ
イ10

Policies of Uchiko Town

「
第
２
期
内
子
町
総
合
計
画
」の
全
体
計
画
へ
▼
▼
▼

特
集
２
　
終
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環
境
危
機
に
行
動
す
る
ま
ち

人
も
、
地
域
も
、
生
き
生
き
と
輝
き
続
け
る
ま
ち

人
一
人
が
当
事
者
と
し
て
の
自

覚
を
持
っ
て
地
球
環
境
の
改
善

に
貢
献
す
る
行
動
を
起
こ
し
ま

す
。

【
主
な
取
り
組
み
事
例
案
】

●
ご
み
ゼ
ロ
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

●
食
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給

　率
向
上

●
自
然
生
態
系
の
保
全

●
魅
力
あ
る
風
景
の
創
造

●
環
境
教
育
の
推
進

来
創
造
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結

成
を
促
し
ま
す
。
役
割
分
担
を

図
る
こ
と
で
、
地
域
の
維
持
と

活
性
化
を
推
進
し
、
自
治
会
と

新
組
織
の
両
輪
で
課
題
解
決
型

の
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
事
例
案
】

●
基
礎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持

●
地
域
の
集
い
の
場
の
確
保

●
未
来
創
造
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

　の
結
成
促
進

　
内
子
町
で
は
環
境
基
本
計

画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
践

し
て
い
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
の
影
響
が
深

刻
さ
を
増
す
中
、
国
連
が
持

続
可
能
な
開
発
目
標
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
採
択
し
、
２
０
３
０

年
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
内
子
町
で
も
こ
れ
ま
で

の
活
動
を
基
礎
に
、
町
民
一

　
各
自
治
会
で
は
地
域
づ
く

り
計
画
書
を
作
成
し
、
住
民

自
ら
が
地
域
づ
く
り
を
実
践

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地

域
の
担
い
手
不
足
は
深
刻
化

し
、
活
動
の
維
持
な
ど
が
困

難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
日
常
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
を
担
う
自
治
会

を
基
礎
と
し
、
新
た
に
地
域

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
未

ミ
ラ
イ05

Policies of Uchiko Town

学
び
あ
い
、
育
ち
あ
え
る
ま
ち

く
力
を
育
む
た
め
に
、
家
庭
・

地
域
・
学
校
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
連
携
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
誰
も
が
学
び
あ
い
、
育
ち

あ
え
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

【
主
な
取
り
組
み
事
例
案
】

●
家
庭
の
教
育
力
ア
ッ
プ

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

　

　の
推
進

●
国
際
人
教
育
の
推
進

　
社
会
は
急
速
な
技
術
革

新
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
人
口

構
造
の
変
化
な
ど
の
転
換
期

に
あ
り
ま
す
。
少
子
化
や
共

働
き
世
帯
の
増
加
な
ど
に
よ

る
家
庭
環
境
の
変
化
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
な
ど

を
背
景
と
し
た
、「
教
育
力
」

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
時
代
を
生
き
抜

ミ
ラ
イ08

Policies of Uchiko Town

ミ
ラ
イ07

Policies of Uchiko Town

地
域
へ
の
愛
着
が
観
光
に
つ
な
が
る
ま
ち

が
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
「
愛
着
型
観
光
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
、
住
民
の
地
域
へ

の
愛
着
を
高
め
な
が
ら
さ
ら
な

る
誘
客
に
努
め
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
事
例
案
】

●
地
域
人
材
の
育
成
支
援

●
地
域
資
源
の
磨
き
と
商
品
化

●
戦
略
的
な
受
入
体
制
づ
く
り

●
二
次
交
通
の
整
備

●
情
報
の
集
約
と
発
信
の
強
化

　
着
地
型
観
光
の
推
進
や
外

国
人
観
光
客
の
受
入
体
制
を

強
化
す
る
取
り
組
み
を
継
続

的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

課
題
で
あ
る
二
次
交
通
の
整

備
や
情
報
の
集
約
・
発
信
に

努
め
ま
す
。
町
民
が
町
内
観

光
資
源
に
目
を
向
け
、
愛
着

を
感
じ
、
地
域
を
誇
り
に
思

う
こ
と
が
、
外
へ
の
情
報
発

信
や
来
訪
者
の
拡
大
に
つ
な

ミ
ラ
イ06

Policies of Uchiko Town

Policies of U
chiko T

ow
n　

特
集
２

　内
子
の
ま
ち
づ
く
り

　ミ
ラ
イ
・
プ
ラ
ン
05
〜
12
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おめでとう はじめてのバースデー
HAPPY BIRTHDAY

７月に満１歳になる子どもたちを紹介します。

岡

　芳よ
し
つ
ぐ承

く
ん

　中
町

い
つ
も
に
こ
に
こ
♡

　マ
イ
ペ
ー
ス
♡

ゆ
っ
く
り
伸
び
伸
び
育
っ
て
ま
す
︒

7.22

\今月
の食改さん/

からりの気持ちアイスセット

トマトやカボチャなど、内子町のおいしい
野菜がアイスに。からりだけの珍しいアイ
スです。暑い夏に内子の涼を感じてみてく
ださい。（110㎖・12個入り）

見るだけでも楽しめるので、ぜひ皆さ
んも「うちコト」をフォローしてみてね。

　内子町の「いいね」と「つながり」が増えるよう、イン
スタグラム「うちコト」では、フォトコンテストを実施中
です。今回は５月の受賞作品を紹介します。

川登地区の「川まつり・筏流し」。

mihiro245さん

龍王公園の野球場で。見慣れた公園
にも、こんなにきれいな時間帯がある
なんて――。

s.photograghさん

INSTAGRAM

内子のいいとこ「うちコト」

ノミネート作品

＼みんなが見つけた／

uchikoto_of f icial
ＱＲコードをスキャンする
と簡単にアカウントを見
られます。

７月の月間賞の賞品

月間賞

小さくて愛らしいソバの花。一面に広
がって、ピンクのじゅうたんみたい。
美しい里山の風景を切り取った一枚。

scubgtrさん

弓削神社の菖蒲の花に包ま
れて、寄り添う夫婦。幸せが
伝わってきました。

s.photograghさん

yama._.minamiさん ykexd469さん
keisuketmakiさん

手作りの新茶、楽しみですね。 川の水面に映り込んで神秘的。
元気なこいのぼりと女の子
に思わずにっこり。

な

ろ
ば

ひ

み
ん

の

FROM  ME  TO  YOU

みんなでつないでリレーエッセイ

季節の一皿
SPECIAL DISH
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　   ホットケーキ粉
                           150㌘
       卵                  １個
       牛乳              90㏄
       ツナ缶           1缶
       コーン         50㌘
     マヨネーズ 大さじ１
さや付き枝豆 200㌘

福
本

　琢た

く

や也
さ
ん
（
40
） 

 

＝
石
畳
９
＝

　
石
畳
で
生
ま
れ
育
ち
40
年
。
他

で
暮
ら
す
こ
と
な
く
、
ず
っ
と
石

畳
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
の
石

畳
が
好
き
だ
か
ら
で
す
。

　
約
30
年
前「
石
畳
思
う
会
」
が

立
ち
上
が
り
、
石
畳
を
守
ろ
う

と
水
車
小
屋
の
復
元
を
す
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
景
観
保
全
活
動

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
石

畳
を
残
す
た
め
に
。
し
か
し
、
な

か
な
か
人
口
の
減
少
は
止
ま
り

ま
せ
ん
。
新
た
な
風
を
吹
か
す
た

め
に
、
有
志
20
人
で「
株
式
会
社

石
畳
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

設
立
し
ま
し
た
。
私
も
そ
の
メ
ン

バ
ー
の
１
人
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
だ
け
で
な
く
、
石
畳
で
な
り
わ

い
を
つ
く
る
こ
と
で
、
地
域
内
外

か
ら「
石
畳
で
働
き
た
い
、
石
畳

で
暮
ら
し
て
み
た
い
」と
思
っ
て

も
ら
い
、
ふ
る
さ
と
を
未
来
に
つ

な
げ
た
い
と
、
若
い
世
代
も
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
な
取
り
組

み
は
、
石
畳
栗
を
中
心
と
し
た
６

次
産
業
化
。
石
畳
ら
し
さ
と
丁
寧

な
モ
ノ
づ
く
り
を
す
る
こ
と
を
忘

れ
ず
に
進
め
て
い
ま
す
。
樹
上
完

熟
・
完
全
無
農
薬
で
作
ら
れ
る
石

畳
栗
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
が
愛
情

を
込
め
て
育
て
て
い
ま
す
。
新
鮮

な
栗
を
蒸
し
て
食
べ
る
の
は
も
ち

ろ
ん
、
低
温
で
熟
成
し
た
糖
度
の

増
し
た
焼
き
栗
、
た
っ
ぷ
り
の
栗

ペ
ー
ス
ト
を
混
ぜ
込
ん
だ
ク
リ
ー

ム
で
作
る
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
、
栗
の

風
味
を
し
っ
か
り
味
わ
え
る
ジ
ェ

ラ
ー
ト
、
口
の
中
で
と
ろ
け
る

キ
ャ
ラ
メ
ル
―
―
。
ど
れ
も
絶
品

で
す
。
取
り
組
み
を
通
じ
て
、多
く

の
人
に
石
畳
栗
と
、こ
の
地
域
の
魅

力
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
ま
で
つ
く
り
上
げ
て
き
た
も

の
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
仲
間
と

一
緒
に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
で
き

る
石
畳
が
好
き
で
す
。
少
し
ず
つ

で
も
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、

子
や
孫
が
誇
り
に
思
い
、
い
つ
ま

で
も
豊
か
な
地
域
を
残
し
て
い
き

た
い
で
す
。

▼
次
は
︑
山
内
大だ

い
す
け輔
さ
ん
＝
寺
成
＝

　に
お
願
い
し
ま
す
︒

①Ⓐの材料をボウルに入れ、粉っぽ
　さがなくなるまで混ぜる。
②生地をアルミカップに流し入れる。
③Ⓑの材料を混ぜ合わせ、生地の
　上に乗せる。
④枝豆を塩ゆでし、柔らかくなった
　らさやから出し、③の上に乗せる。
⑤180度のオーブンで20分焼いて
　完成。

●作り方

内
子
町
石
畳

混ぜるだけの枝豆パン

●材料（４人分）

\今月
の食改さん/

監修　内子町食生活改善推進協議会

西野千
ち え こ

惠子さん
＝護国＝

Ⓐ

Ⓑ



SAVE  THE  EARTH

くらしの
エコロジー

VOICE

まちの声
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❸
ご
み
を
捨
て
た
後
は
手
を
洗
う

　
ご
み
を
捨
て
た
後
は
、
せ
っ
け

ん
を
使
い
、
流
水
で
き
れ
い
に
手

を
洗
う
。

　　
一
人
一
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心

掛
け
で
、
家
庭
か
ら
ご
み
を
出
す

と
き
や
、
収
集
・
処
理
す
る
と
き

の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

環
境
政
策
室

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
９

➊
ご
み
に
直
接
触
れ
な
い

　
ご
み
箱
に
あ
ら
か
じ
め
袋
を
か

け
て
お
き
、
ご
み
が
い
っ
ぱ
い
に
な

る
前
に
、早
め
に
出
す
。

❷
ご
み
袋
は
し
っ
か
り
封
を
す
る

　
ご
み
に
直
接
触
れ
な
い
よ
う
に
気

を
付
け
て
、袋
の
中
の
空
気
を
抜
き
、

口
を
し
っ
か
り
縛
っ
て
出
す
。
ご
み

が
袋
の
外
面
に
触
れ
た
り
、袋
が
破

れ
た
り
し
た
場
合
は
二
重
に
す
る
。

感染症対策のための
ごみの捨て方

□子育てや発達支援につい
て、どこで相談できますか。
■「こども支援課」で相談で
きます。子どもに関する業務
を一元的に所管するために、
保健福祉課の児童福祉係と
学校教育課の発達支援セン
ターを統合し、新設しました。

場所は町民会館の２階です。
心配ごとや不安に思うこと
など、専門員が応じますので、
一人で悩まずに気軽にご相
談ください。
【問い合わせ】
こども支援課
☎０８９３（２３）９２５５

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感

染
症
を
防
ぐ
た
め
、
使
い
捨
て
マ

ス
ク
や
除
菌
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
を
使

用
す
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。

使
用
後
の
マ
ス
ク
な
ど
か
ら
ウ
イ

ル
ス
が
拡
散
し
な
い
よ
う
に
、
捨

て
る
と
き
は
、
次
の
３
つ
の
こ
と

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

子育てに関する悩みなどを相談したい

広報クイズ

①有害鳥獣による農作物の被害軽減を
　目的に、狩猟免許の取得にかかる費
　用を「〇〇●〇」します
②内子町「〇〇〇〇●」を募集します。
　あなたのハートをこの町で育てよう
③コロナに負けるな！「●〇〇〇〇」
　商品券で商店街を応援
④部屋の中でも発症する「〇〇〇〇●
　〇〇〇」。体から出るサインを見逃
　さないで
⑤声でリモート操作ができるスマート
　スピーカーを使って、後任者への「〇
　●〇〇」のリストを作成しました

「広報うちこ」７月号を読んで、①～⑤
番の丸印をひらがな・カタカナでうめ
てください。小さい「っ」「ゅ」や、「が」
などの濁音も一文字とします。「●」の
文字を①番から順につなぐと、ある言
葉になります。どんな言葉でしょう。

応募方法：　
ハガキに答え、氏名、住所、年齢を書
いて送ってください（１人１通まで）。
正解者の中から抽選で 10人に図書
カード（500円）をプレゼントします。
宛て先：〒７９５－０３９２
内子町役場　総務課　広報・広聴係
締め切り：７月31日（消印有効）
当選者発表：「広報うちこ」９月号

答え「しんりょく」　正解数51
◦瀧野　萊斗さん　（内子４）
◦尾上　幸子さん　（内子21）
◦家藤　愛彩さん　（田中）
◦水本　智也さん　（本町１）
◦岡村　幸男さん　（大久喜）
◦坂本　三雄さん　（西沖）
◦大野　倖汰さん　（岡第２）
◦亀井　範子さん　（中通り）
◦菅野　早苗さん　（東温市）
◦高井　茉莉さん　（神奈川県）

●５月号当選者の皆さん

HELLO!!!
FROM  AROUND  THE  WORLD

内子町の人☆キラリ
TOWN'S  STAR
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引き継ぎリストをスマートに

　先月、声でリモート操作ができ
るスマートスピーカーを買いまし
た。この小さな機械は呼び掛ける
と音楽を流したり、ニュースを読
み上げたりしてくれます。リスト
を作成してくれる機能も付いて
いて、これが一番のお気に入りで
す。以前は、買いたい物や仕事で
思い付いたことなどが頭に浮か
ぶと手を止めて、ペンと紙を探し
て、忘れないようにメモをしてい
ました。手が離せないときは「こ
れが終わったらメモをするぞ」と
自分に言い聞かせていましたが、
よく忘れていました。
　でも今、私にはスマートスピー
カーがあります。何かしている最
中でも手を止めることなく「買い
物リストにティーバッグを加えて」

と呼び掛けるだけで、簡単に記録
してくれます。読みたい本や詳し
く知りたい歴史上の出来事、英語
の授業のアイデアなど、たくさん。
なんて便利なんでしょう！
　私の後任者への引き継ぎのリス
トもスマートスピーカーを使って
作成しました。ごみの分別方法、
除湿機や虫よけの重要性など、生
活に必要な情報が詰まっていま
す。内子に来た最初の数週間は刺
激的で面白かったのと同時に、と
ても緊張したのを覚えています。
新型コロナウイルスの世界的な感
染拡大の影響で、いつ誰が後任者
として来るのか分かりませんが、
このリストが、新しいALTの内子
での生活に慣れる手助けになると
うれしいです。

外国語指導助手

ピーター・コール

大塚　美
み ほ

保さん（52）＝内子10＝

内子でかなえたパン作りの夢

　大塚美保さんは２月、町並保存地区にパンランチ
の店「c

シ ャ ル ム

harme」を開きました。パンが大好きで、い
つか自分の店を持ちたいという夢を内子でかなえた
大塚さんは、「内子の町並みには感動。歴史ある建
物を大切に保存していて、そこでの暮らしの営みが
すてきだと感じた。この場所で私のパンをゆっくり
食べてほしいと思った」と声を弾ませます。
　人の温かさが内子の魅力。コロナの影響で観光客
が来なくなったとき、支えてくれたのは地元の人で
した。近所の人たちが「簡単につぶれちゃいけん」
と毎日のように買いに来てくれたそうです。「自分
のことのように心配してくれて、涙が出るほどうれ
しかった。移住してよかった」と思いがあふれます。
　どんな店にしたいか尋ねると、「思い出に残るよ
うなおいしいパンを作りたい。10 年、20 年先もこ
こでずっと焼き続けて、地元の子たちが大人になっ
たときに、また食べたいと来てもらえる店でありた
い」とほほ笑みます。最後に「焼きたてパンをぜひ
一度食べに来て」と笑顔で呼び掛けました。

Peter Cole

落ち着いた雰囲気の店内で。長女の莉
り な
奈さん（右）は「母

の焼くパンが大好き」と話してくれました。



HEARTFUL UTIA

UTIA Uchiko  Town  International  Association

内子町国際交流協会の情報誌「ゆうてぃあ」

事務局　内子分庁３階
☎ ０８９３（４４）２１１４
fax０８９３（４４）６１３７
　 http://utia.jp/
　 kokusai@town.uchiko.ehime.jp
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　青少年海外派遣事業では姉妹都市ドイツ・ロー
テンブルク市の協力で、さまざまな研修をしてい
ます。新型コロナウイルス感染症の影響で、今年
度の事業が中止になったため、これまでを振り返
り、その内容を不定期でご紹介します。

1_ジョウロで塩水をかける作業　2_研修先のパン屋の外装
3_おいしそうなパンが店に並ぶ　4_クッキー作りを教わる
派遣生　5_ホストファミリーと内田さん（左から２番目）

　ローテンブルク市内のパン屋でクリスマスクッ
キーやプレッツェルを作る体験をします。厨房に
入り、ドイツのパン職人から伝統的な作り方を教
わります。見るだけではなく実際に作ることで理
解や興味がさらに深まると、派遣生に人気の研修
先です。現在このパン屋では、第11回の海外派遣
に参加した伊達ももさんがパン作りの技術を学ん
でいます。
　今回は第19回派遣生の内田美里さんにプレッ
ツェル作りの思い出などについて聞きました。

海外派遣から学んだこと

手紙のやりとりをしたり、スノーボールなどのド
イツの伝統的なお菓子を送ってもらったりと交流
が続きました。たくさんの思い出ができ、ローテ
ンブルク市は私の大好きな町になりました。
　海外派遣に参加したことで普段できない体験や
新しい発見をする喜びを知り、積極的に行動する
ことの大切さを学びました。高校生の時、何か新
しいことを学ぼうと、そば打ちに挑戦。「全国高校
生そば打ち選手権大会」にも出場しました。入賞
は逃しましたが、とてもいい経験になりました。
　現在は結婚して、もうすぐ1歳になる息子がい
ます。息子には自分以上にいろいろな体験をさせ
て、広い世界を見せてあげたいと思っています。
そしていつか、私の大好きな町を一緒に訪れ、も
う一度ホストファミリーと再会したいです。

第19回派遣生
内田　美

み さ と

里さん

　パン屋でのプレッツェル作
りが研修の一番の思い出で
す。お菓子作りが大好きなの
でプレッツェルは知っていま

したが、実際に見るのも食べるのも初めてでし
た。作業を見ると簡単そうでしたが、作ってみる
とパン生地をひねる作業がとても難しかったで
す。プレッツェル独特の塩気を出すため、パン生地
にジョウロで塩水をかける作業は衝撃的でした。
　ホームステイ先が幸運にもそのパン屋だったの
で、朝は焼き立てのパンを、夕食は一緒に作った
ピザを食べました。帰国後もホストファミリーとは

１

２

３

５４

研修生の声

パン屋でのプレッツェル作り体験
研修レポートVOL.1

　

図
書
館

　へ
行
こ
う
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ト
で
貸
し
出
し
ま
す
。
中
身
は
開

け
る
ま
で
の
お
楽
し
み
で
す
。
種

類
は
小
学
生
低
、
中
、
高
学
年
、

中
学
生
・
高
校
生
の
４
つ
で
す
。

ど
ん
な
本
を
読
む
か
迷
っ
た
と
き

に
、
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

介紹書図着新 その他の新着情報はホームページをご覧ください。

♣一般図書 ♥児童図書

文庫本地獄
折口学／著

定年を迎えた私の自宅には未読本が
2,000冊。人生の終了が先か、読了が
先か。過去を検証しつつ、読了に向
けて新たな展望を練る読書遍歴小説

薬屋のひとりごと
日向夏／著

花街で薬師をしていた少女は、ひょ
んなことから後宮で下女として働く
ことに。やがて、皇帝の毒見役に抜
てきされてしまい……

大きな嘘の木の下で
田中修治／著

破綻寸前のメガネチェーン店を買収
し、社長になった著者。経営をしな
がら世の中の嘘について考え、自分
にとっての真実を求める

東海道中膝栗毛
十返舎一九／作

東海道を歩いて旅する弥次さんと北
さん。その途中でいろいろな騒ぎが
起こる。日本の名作を、小学生が楽
しめるように優しい文章や絵で表現

  

文
学
講
座

▽
７
月
11
日（
土
）午
前
10
時
〜

▽
内
容

　「女
性
作
家
と
お
と
こ

　た
ち
」

▽
講
師

　村
山
洋よ

う
こ子

さ
ん

  

お
は
な
し
会

▽
土
曜
日
・
午
後
２
時
〜

　７
月
４
日

　む
し
こ
ま
ど

　
　
　
　
　
　（エ
コ
の
日
）
　

　
　
　11
日

　む
し
こ
ま
ど

　
　
　18
日

　む
し
こ
ま
ど

　
　
　25
日

　ど
ん
ぐ
り
会

情
報
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
７
月
企
画
展
の
ご
案
内

《
郷
土
が
生
ん
だ
芸
術
家
③
》

▽
内
子
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入

　
選
作
品
展

●
読
み
聞
か
せ
の
仲
間
を
募
集
中

　
サ
ロ
ン
や
介
護
施
設
な
ど
に
出

掛
け
て
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
図
書

●
フ
ァ
ミ
読
マ
ラ
ソ
ン
開
始

　
小
中
学
生
と
高
校
生
、
大
人
が

参
加
す
る
読
書
マ
ラ
ソ
ン「
フ
ァ

ミ
読
マ
ラ
ソ
ン
」
を
始
め
ま
す
。

家
族
み
ん
な
で
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

▽
期
間
　
７
月
１
日（
水
）

　
　
　
　
～
８
月
31
日（
月
）

▽
目
標
冊
数
　
大
人
５
冊

※
目
標
を
達
成
し
た
人
に
は
記
念

　
品
を
贈
り
ま
す
。

●「
フ
ァ
ミ
読
」
作
品
を
募
集
中

　
家
族
で
読
ん
だ
本
の
感
想
を

「
フ
ァ
ミ
読
カ
ー
ド
」か「
フ
ァ
ミ

読
ポ
ッ
プ
」
に
書
い
て
み
ま
せ
ん

か
。
作
っ
た
カ
ー
ド
や
ポ
ッ
プ
は

館
内
に
展
示
し
ま
す
。
お
す
す
め

の
本
を
紹
介
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

●
お
楽
し
み
袋
で
ワ
ク
ワ
ク
読
書

　
司
書
の
お
す
す
め
５
冊
を
セ
ッ

かわいい袋に入れて
貸出や返却をします

内子町図書情報館

〒７９１-３３０１
内子町内子３４２７番地
☎０８９３（４４）４１９８
℻ ０８９３（４４）４１６７

https://www.town.uchiko.
　ehime.jp/
開館時間：　
午前９時30分～午後６時
休館日：月曜日・月末整理日
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▷保育士・幼稚園教諭（短大新卒）
　初任給16万100円以上
▷調理師（高校新卒後実務経験３年）
　初任給15万2,700円以上
※初任給は最終学歴や職歴などに応じて決定。
※各種手当あり。
●共通応募書類
　申込書、写真２枚（1枚は申込書に貼り付け、もう１枚
　は受験票用）
●申込書の取得方法
▷内子町ホームページからダウンロード
　 https://www.town.uchiko.ehime.jp/
●その他
　職種別の必要書類などの詳細は募集要項をご確認く
　ださい。要項は総務課人事・給与係の窓口、ホーム
　ページでご覧になれます。

【応募・問い合わせ】　
総務課　人事・給与係
 〒７９５―０３９２　内子町平岡甲 168 番地
 ☎０８９３（４４）６１５０

●共通受験資格
①日本国籍を有する人
②地方公務員法第16条各号のいずれにも該当しな
　い人
③採用と同時に内子町に住民登録し、将来にわたっ
　て町内に居住する意志のある人
④それぞれの試験区分において、要件に該当する人
●一次試験
▷期日　９月20日（日）
※詳しくは申込者に通知します。８月31日（月）ま
　でに通知が届かない場合はご連絡ください。
●二次試験
▷期日　10月中旬～下旬
▷内容　①共通―面接／②社会人枠―政策プレゼン
　テーション／③保育士・幼稚園教諭―実技試験
●採用予定日
　３年４月１日（条件付き採用期間６カ月）
●給与など
▷一般行政職（高校卒）　初任給15万600円以上
▷一般行政職・保健師・管理栄養士・司書（大学新卒）
　初任給17万1,700円以上
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区分 採用予定人数 年齢・資格要件 試験科目（一次試験）

一般行政職（初級） ５人 平成３年４月２日～ 15年４月１日に生まれた人

教養試験、作文試験
うち障がい者雇用 （うち１人）

身体障害者手帳１～６級の交付を受けてい
る人で、自力で通勤でき、介護者なしに職務
を遂行できる人。活字印刷文での出題や口
頭での面接試験に対応できる人

一般行政職（初級社会人枠） １人 昭和55年４月２日～平成３年４月１日に生まれ
た人 社会人基礎試験、作文試験

司書（初級） １人 昭和55年４月２日～平成13年４月１日に生まれ
た人で、司書資格を有する人（※１） 教養試験、作文試験

保育士・幼稚園教諭 １人
昭和55年４月２日～平成13年４月１日に生ま
れた人で、保育士資格と幼稚園教諭免許の両方
を有する人（※１）

専門試験、作文試験

保健師 １人 平成２年４月２日～ 12年４月１日に生まれた人
で、保健師の資格を有する人（※１） 専門試験、作文試験

管理栄養士 １人 平成２年４月２日～ 11年４月１日に生まれた人で、
管理栄養士の資格を有する人（※１） 専門試験、作文試験

調理師 ２人
昭和55年４月２日～平成12年４月１日に生まれた
人。調理師免許所有者で、調理業務の実務経験が、
令和３年３月31日現在で、３年以上ある人（※１）

作文試験、業務適正検査

●試験区分、採用予定人数など

※令和３年３月31日までに取得見込みの人も可

（平日の午前８時30分～午後５時15分）
※郵送の場合は、封筒表面に「受験申込書在中」と朱書
　きしてください。（８月３日消印有効）
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す
る
場
合
や
、「
長
期
入
院
該
当
」

　
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、
申
請

　
が
必
要
で
す
。

《
保
険
料
額
の
お
知
ら
せ
》

　
２
年
度
の
保
険
料
額
決
定
通
知
書

を
７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　
保
険
料
は
一
人
一
人
に
等
し
く
か

か
る「
均
等
割
額
」
と
、
前
年
の
所

得
に
応
じ
た「
所
得
割
額
」
を
合
計

し
た
金
額
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

所
得
な
ど
に
応
じ
て
軽
減
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
被
保
険
者
証
と
一
緒

に
送
付
す
る「
制
度
の
ご
案
内
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課
　
後
期
高
齢
者
医
療
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
２

　８
月
１
日
か
ら
新
し
い
保
険
証

（
オ
リ
ー
ブ
色
）に
変
わ
り
ま
す
。

●
対
象
者
　
後
期
高
齢
者
医
療
の
被

　
保
険
者（
75
歳
以
上
の
人
お
よ
び

　
65
～
74
歳
で
一
定
の
障
が
い
が
あ
り

　
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

　
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
）

●
新
し
い
保
険
証
の
送
付
時
期

　
新
し
い
被
保
険
者
証
は
７
月
下
旬

　
に
郵
送
し
ま
す
。
８
月
に
な
っ
て

　
も
新
し
い
保
険
証
が
届
か
な
い
場

　
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
有
効
期
限

　
８
月
１
日
～
３
年
７
月
31
日

●
認
定
証
も
新
し
く

　「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

　
認
定
証
」の
交
付
を
受
け
て
い
る

　
人
で
、
要
件
を
満
た
す
人
に
、
被

　
保
険
者
証
と
一
緒
に
新
し
い
認
定

　
証
を
送
付
し
ま
す
。
申
請
は
不
要

　
で
す
。

※
新
た
に
認
定
証
の
交
付
を
必
要
と

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

一人当たりの保険料（年額）
※限度額64万円＝

均等割額 所得割額

47,720円
基礎控除（33万円）後の

総所得金額など×9.02％
＋

《保険料額の算出方法》

新しい被保険者証

　小田深山渓谷にある観光施設の指定管理者を
募集します。次の要領で応募してください。
●対象施設
▷名称　内子町小田深山渓谷観光施設（遊歩道、
　公衆トイレ、キャンプ場�他）
▷所在地　中川小田深山地内
▷業務等　対象施設の運営、維持管理など
●指定期間　10月１日～７年９月30日
●応募資格　法人その他の団体（個人は不可）
●応募方法　各施設が定める「指定管理者指定
　申請書」に事業計画などの必要書類を添えて
　提出してください。
●応募期限　７月31日（金）
※受付は平日の午前９時から午後５時です。
●その他　詳しくは、条例および規則をご確認
　ください。小田支所で閲覧できます。

➊観光施設の指定管理者募集 ❷新深山荘建設計画を凍結
　「新深山荘（仮称）」は、「深山荘」に代わる施設
として２年度の着工を目指して建設計画を進めて
いました。しかし、新型コロナウイルスの影響で
周辺の入り込み客数などに大きな変化が生じてい
ることや地域経済に甚大な影響が生じていること
を考慮して、計画の一時凍結を決定しました。
　今後は経済の回復状況や観光の動向を見定めた
上で、見直しも含めて検討していく予定です。

【申込・問い合わせ】小田支所��小田深山森興係
　　　　　　　　　 ☎０８９２（５２）３１１１

新深山荘（仮称）の完成イメージ図

小田深山からのお知らせ
\お知らせ

/
\お知らせ

/

町からのお知らせ
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●
住
宅
の
規
格
・
家
賃
な
ど
　

《
堂
の
浦
１
団
地
１
７
６
号（
小
田
地
区
）》

▽
住
所
　
上
田
渡
２
９
５
番
地

▽
構
造
　
木
造
２
階
・
Ｈ
４
建

▽
面
積
他
　
68
・
85
㎡
、
３
Ｄ
Ｋ

▽
家
賃（
月
額
）　
１
万
４
２
０
０
円
～

※
駐
車
場
あ
り

●
入
居
資
格
　
次
の
⑴
～
⑶
を
満
た

　
す
人
　
⑴
現
に
同
居
中
ま
た
は
同

　
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
人

　�

／
⑵
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
な
人
／
⑶
月
額
所

得
が
15
万
８
０
０
０
円
以
下

●
共
通
事
項

▽
入
居
時
に
は
敷
金（
家
賃
３
カ
月

　
分
）が
必
要

▽
家
賃
は
入
居
者
の
収
入
で
決
定

●
申
込
方
法
　
入
居
者
申
込
書
を
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
建
設
デ
ザ
イ
ン
課
、
内

　
子
分
庁
、小
田
支
所
に
あ
り
ま
す
。

●
申
込
期
限
　
７
月
16
日（
木
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

建
設
デ
ザ
イ
ン
課
　
管
理
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
７

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

各種福祉手当の制度をご存じですか

　特別児童扶養手当

●手当額（児童１人あたり月額）
▷１級　５万2,500円
▷２級　３万4,970円
　中度以上の障がいのある児童（20歳未満）を家
　庭で養育している人に支給されます。
　障害児福祉手当
●手当額（児童１人あたり月額）　１万4,880円
　重度の障がいがあるため、日常生活で常に介護
　を必要とする20歳未満の人に支給されます。
　特別障害者手当　　
●手当額（１人あたり月額）　２万7,350円
　重度の障がいがあり、日常生活で常に特別な介護
　を必要とする在宅の20歳以上の人に支給されます。
【申請・問い合わせ】
保健福祉課　障がい者福祉係
☎０８９３（４４）６１５４

　児童手当

●手当額（児童１人あたり月額）
▷３歳未満��１万5,000円�
▷３歳～小学生��１万円（第３子以降は１万5,000円）�
▷中学生��１万円
　生まれた日の翌月から、中学校修了前の児童を
　養育している人に支給されます。
※所得制限を超えている場合は一律5,000円です。
　児童扶養手当

●手当額（月額）　１万180円～４万3,160円
　父母の離婚などで、父（母）と生活を共にできな
　い児童の母（父）、または父母に代わって児童を
　養育している人に支給されます。
※対象児童が２人以上の場合は加算があります。
【申請・問い合わせ】
こども支援課　児童福祉係
☎０８９３（２３）９２５５

　
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
必
要
書
類
　
収
入
が
減
少
し
た
こ

　
と
を
証
明
で
き
る
書
類

●
申
請
方
法
　
ま
ず
、
お
子
さ
ん
が

　
在
学
し
て
い
る
学
校
に
ご
相
談
く

　
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

学
校
教
育
課
　
学
校
教
育
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
２
４

　
就
学
援
助
は
経
済
的
な
理
由
で
、

小
中
学
校
に
子
ど
も
を
通
わ
せ
る
こ

と
が
困
難
に
な
っ
た
保
護
者
に
対

し
、
給
食
費
や
学
用
品
費
な
ど
学
校

生
活
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
援
助

す
る
制
度
で
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
家
計
が
急
変
し
た
保
護
者

も
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
経
済
状
況
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
な

経
済
的
に
困
っ
た
と
き
は「
就
学
援
助
制
度
」

堂の浦１団地の外観
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※
す
で
に
他
の
狩
猟
免
許
を
所
持
す

　
る
人
は
３
９
０
０
円
で
す
。

●
主
催
　
愛
媛
県

《
そ
の
他
》

※
合
格
後
、
助
成
の
手
続
き
を
行
い

　
ま
す
。

※
無
免
許
ま
た
は
無
許
可
で
鳥
獣
の

　
捕
獲
を
行
っ
た
場
合
、
１
年
以
下

　
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下

　
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

農
林
振
興
課
　
林
業
振
興
係

（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
２
３

　
５
つ
の
Ｒ「
①
リ
フ
ュ
ー
ズ（
断
る
）

②
リ
デ
ュ
ー
ス（
減
ら
す
）③
リ
ユ
ー

ス（
再
使
用
す
る
）④
リ
サ
イ
ク
ル（
再

資
源
化
す
る
）
⑤
リ
ペ
ア（
修
理
す

る
）」に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
、
意
見

や
提
案
を
行
う
５
Ｒ
推
進
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員
　
10
人
程
度

●
応
募
資
格
　
平
日
・
昼
間
の
会
に

　
出
席
で
き
る
人

※
任
期
は
１
年
間（
２
～
３
回
の
委

　
員
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
申
込
方
法
　
７
月
31
日（
金
）ま
で

　
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　内子町内外から、和紙・ガラス・木
材などさまざまな素材で制作した逸品
が集まります。
●日時　８月１日（土）午前10時～午
　後４時30分／２日（日）午前９時～
　午後４時
●場所　五十崎凧博物館
●その他　マスク着用でご来場ください
●後援　内子町
【主催・問い合わせ】
五十崎商工連盟匠会
（委員長・成田）

☎０９０（１１７０）０２７０

匠の手仕事に触れよう
I
い か ざ き

KAZAKIクラフトフェア

　　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

軽
減
を
目
的
に
、
狩
猟
免
許
の
取
得

に
か
か
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　
対
象
は
合
格
者
の
み
で
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《（
初
心
者
）
予
備
講
習
会
》

●
講
習
日
／
会
場

⑴�

９
月
６
日（
日
）
／
愛
媛
県
歴
史

文
化
博
物
館（
西
予
市
）

⑵
９
月
13
日（
日
）
／
西
条
市
地
域

　
創
生
セ
ン
タ
ー

⑶
９
月
20
日（
日
）
／
愛
媛
県
生
活

　
文
化
セ
ン
タ
ー
（
松
山
市
）

⑷
11
月
29
日（
日
）
／
愛
媛
県
生
活

　
文
化
セ
ン
タ
ー
（
松
山
市
）

●
受
講
料
　
６
０
０
０
円

●
申
込
期
限
　
８
月
21
日（
金
）

※
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
目
に

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
主
催
　
愛
媛
県
猟
友
会

《
狩
猟
免
許
試
験
》

▽
第
１
回
　
９
月
19
日（
土
）

▽
第
２
回
　
９
月
27
日（
日
）

▽
第
３
回
　
12
月
６
日（
日
）

▽
第
４
回
　
3
年
１
月
19
日（
火
）

※
試
験
の
内
容
な
ど
は
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
験
手
数
料
　
５
２
０
０
円

内
子
町
の
環
境
を
考
え
る

「
５
Ｒ
推
進
委
員
」を
募
集
中

狩
猟
免
許
の
取
得
に
か
か
る

費
用
を
助
成
し
ま
す

集

募

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

環
境
政
策
室
　
　

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
９

　
２
年
度
の
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま

す
。
応
募
資
格
や
募
集
人
員
な
ど
の

詳
細
は
、
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
募
集
種
目
　
防
衛
大
学
校
生
、
防

　
衛
医
科
大
学
校
生
、
航
空
学
生
、

　
一
般
曹
候
補
生

●
受
付
期
間
　
７
月
1
日
～

※
受
付
期
間
や
試
験
日
は
、
種
目
に

　
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　 https

：//w
w

w
.m

od.go.jp/gsdf/

　jieikanbosyu/

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

自
衛
隊
愛
媛
地
方
協
力
本
部
　
大
洲

地
域
事
務
所

☎
０
８
９
３
（
２
４
）
４
１
２
３

小型家電のリサイクルを見学

防
衛
大
学
校
生
な
ど
の
募
集

町からのお知らせnformationＩ
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新
型
コ
ロ
ナ
の
疑
い
で
療
養
の
た
め

仕
事
を
休
ん
だ
人
に
、
傷
病
手
当
金

を
支
給
し
ま
す
。希
望
者
は
、事
前
に

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
　
内
子
町
国
民
健
康
保
険
ま

　
た
は
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
保

　
険
の
加
入
者
で
、
給
与
の
支
払
い

　
を
受
け
て
い
る
人

● 

対
象
期
間

　2
年
１
月
１
日
～
９

月
30
日（
入
院
が
継
続
す
る
場
合

な
ど
は
、
最
長
１
年
６
カ
月
間
が

対
象
と
な
り
ま
す
。）

●
対
象
日
数
　
療
養
の
た
め
就
労
予

　
定
日
に
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で

　
き
な
か
っ
た
日
数
。
た
だ
し
、
最

　
初
の
就
労
予
定
日
か
ら
３
日
を
経

　
過
し
た
日
か
ら
対
象

●
支
給
額
　
直
近
３
カ
月
間
の
給
与

　
を
日
給
に
換
算
し
た
額
×
３
分
の

　
２
×
対
象
日
数

※
給
与
の
一
部
を
受
け
取
れ
る
場
合

　
は
支
給
額
が
調
整
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課
　
国
保
係
・
後
期
高
齢
者
医

療
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
２

傷
病
手
当
金
の
支
給

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
収
入
が
減

る
な
ど
、
要
件
を
満
た
す
人
の
保
険

料
が
減
免
ま
た
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
　

▽
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
ま
た

　
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
人

▽
主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
の
減

　
少
が
見
込
ま
れ
る
人

※
介
護
保
険
料
は
65
歳
以
上
が
対
象

　
と
な
り
ま
す
。

●
対
象
保
険
料
　
令
和
元
年
度
分
お

　
よ
び
２
年
度
分
の
保
険
料
で
、
２

　
年
２
月
１
日
か
ら
３
年
３
月
31
日

　
納
期
分

●
申
請
方
法
　
保
険
料
の
減
免
を
受

　
け
る
場
合
は
、
対
象
と
な
っ
た
事

　
由
を
証
明
す
る
書
類
を
添
え
て
申

　
請
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
係

　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

住
民
課
　
後
期
高
齢
者
医
療
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
２

〇
介
護
保
険
料

保
健
福
祉
課
　
介
護
保
険
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
４

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
減
免

　

コラム＊ねんきん瓦版

　「障害状態確認届（診断書）」（以下、診断書）
などの手続きが、次のとおり変更されました。
受給権者の皆さんはご確認ください。

《令和元年７月からの変更事項》

●診断書の送付時期
　診断書の送付時期が「誕生日の３カ月前の月
末」に変わりました。
●診断書の作成期間の拡大
　診断書の作成期間が３カ月以内に拡大されま
した。診断書に記載が必要な医師の診断も「受
給者の誕生日の月末から３カ月以内」に緩和さ
れました。
● 20歳前障害基礎年金の手続き
　診断書の提出期限が、受給者の「誕生日の属
する月の末日」に変更されました。

　「所得状況届」の提出は原則不要となります。た
だし、日本年金機構で所得などの情報が確認でき
ない場合は、提出が必要です。対象者には案内が
送付されます。

《新型コロナウイルス感染症にかかる変更》

　２年２月末日から３年２月末日までに期限を迎
える受給権者は、診断書の提出期限が１年間延長
されます。対象者には日本年金機構からお知らせ
の文書が送付されます。なお診断書の作成期間は
「延長後の提出期限前３カ月以内」となります。
【問い合わせ】
〇住民課　国民年金係
☎０８９３（４４）６１５２
〇松山西年金事務所
☎０８９（９２５）５１０５

障害年金を受給している皆さんへ

障害状態確認届などの手続きについて

新型コロナ
関係の支援

新型コロナ
関係の支援
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内
子
町
で
は
町
の
歴
史
に
関
す
る

資
料
を
集
め
て
い
ま
す
。
自
宅
の
物

品
な
ど
を
整
理
し
た
と
き
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
出
て
き
た
ら
、
ご
み
に

出
す
前
に
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

町
の
歴
史
を
紐
解
く
た
め
の
貴
重
な

資
料
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▽
古
文
書
・
古
記
録
　
主
に
墨
書
き

　
さ
れ
た
も
の
。
書
状
や
帳
簿
類
、

　
一
枚
も
の
、
手
紙
や
日
記
な
ど

▽
古
写
真
　
古
い
写
真
類
。
主
に
明

　
治
～
昭
和
初
期
の
も
の

▽
古
い
ふ
す
ま
　
ふ
す
ま
紙
を
は
が

　
す
と
古
文
書
が
貼
っ
て
あ
る
場
合

　
が
あ
る

【
問
い
合
わ
せ
】

八
日
市
・
護
国
町
並
保
存
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）５
２
１
２

　
通
信
制
で
、
74
単
位
以
上
を
修
得

す
る
な
ど
の
必
要
条
件
を
満
た
せ

ば
、
高
等
学
校
卒
業
の
資
格
が
得
ら

れ
ま
す
。
卒
業
後
は
大
学
や
専
門
学

校
な
ど
へ
の
進
学
の
道
も
あ
り
ま

す
。
入
学
を
希
望
す
る
人
、
興
味
の

あ
る
人
は
、ま
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

そ
の
古
い
ゴ
ミ
、

歴
史
的
に
貴
重
な
資
料
か
も

通
信
制
で
高
校
卒
業
資
格

10
月
入
学
の
生
徒
を
募
集

●
出
願
期
間
　
９
月
１
日（
火
）
～

　
11
日（
金
）必
着

●
留
意
事
項
　
説
明
会
で
入
学
を
希

　
望
す
る
本
人
に
直
接
、
願
書
を
手

　
渡
し
ま
す
。
本
人
以
外
に
願
書
は

　
配
布
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

　
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

〒
７
９
０
―
８
５
２
１

松
山
市
持
田
町
２
丁
目
２
―
12
　

県
立
松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程

☎
０
８
９
（
９
４
５
）
０
１
３
１

　
無
料
の
歯
科
口
腔
健
康
診
査
を
行

い
ま
す
。
健
康
な
口
腔
は
食
事
や
会

話
を
楽
し
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
全
身
の
健
康
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

●
対
象
　
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
の
被
保
険
者

●
無
料
期
間
　
３
年
２
月
28
日（
日
）

　
ま
で

●
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
業
課
保
健
事
業
係

☎
０
８
９
（
９
１
１
）７
７
３
９

健
康
は
元
気
な
歯
か
ら

口
の
中
を
無
料
で
診
査

消防職員募集
大洲地区広域消防事務組合

あなたの挑戦は地域を守る力に――

●一次試験
▷期日　９月20日（日）午前９時～午後５時
▷場所　大洲市役所ほか
※一次試験合格者に二次試験の詳細を通知します。
●受付期間　７月１日（水）～８月７日（金）
※受験申込書は大洲地区広域消防事務組合消防本部ま
　たは各消防署支署にあります。ホームページからもダ
　ウンロードできます。

　 http://ozu119.jp/
●その他　詳しくは、地区回覧の「令和２年度大洲地
　区広域消防事務組合消防職員採用試験案内」をご確
　認ください。
【申込・問い合わせ】

〒７９５－００１２　大洲市大洲1034番地の４
大洲地区広域消防事務組合消防本部総務課
☎０８９３（２４）２６６６　�

職種 採用人数 職種別受験資格

消防職（一般） ５人程度 平成８年４月２日以降に生まれた人で、大学・短期大学または高等学校を卒業もしくは令
和３年３月末までに卒業込みの人

消防職（救急救命士） ２人程度
平成７年４月２日以降に生まれた人で、救急救命士の資格を有する人。または令和２年度末
までに救急救命士国家試験の受験資格を有し、かつ、令和２年度実施予定の同試験受験見込
みの人

各職種共通

▷日本の国籍を有する人
▷採用後、大洲市・内子町のいずれかに居住可能な人
▷両眼とも視力が0.7以上（矯正含む）である人
▷耳力が左右正常である人

くらしの情報
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凧
作
り
の
名
人
が
、
凧
の
作
り
方

や
凧
文
字
の
描
き
方
を
教
え
て
く
れ

ま
す
。
１
日
だ
け
の
参
加
で
も
完
成

品
を
持
ち
帰
れ
ま
す
。

●
日
時

▽
７
月
23
日（
木
）午
後
１
時
～

▽
７
月
24
日（
金
）午
前
９
時
～

●
内
容

▽
23
日
　
白
凧
作
り
教
室

▽
24
日
　
凧
文
字
書
き
教
室

※
ど
ち
ら
も
３
時
間
程
度
の
作
業
を

　
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
場
所
　
五
十
崎
凧
博
物
館

●
対
象
　
小
学
４
年
生
以
上

●
料
金

　１
統
２
０
０
０
円（
追
加

　
料
金
な
し
で
２
日
間
参
加
可
能
）

※「
う
ち
わ
作
り
教
室
」
を
同
時
開

　
催
し
ま
す
。
予
約
不
要
で
料
金
は

◦
服
を
ゆ
る
め
︑
首
や
脇
︑
そ
け
い

　
部
を
冷
や
し
て
体
温
を
下
げ
る

◦
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
で
こ
ま 

　
め
に
水
分
を
補
給
す
る

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
消
防
署

☎
０
８
９
３
（
４
３
）
０
１
１
９

　
除
草
剤
や
農
薬
な
ど
は
、
適
正
に

使
用
し
な
い
と
、
人
や
家
畜
、
ペ
ッ

ト
な
ど
の
ほ
か
、
生
活
環
境
に
も
悪

影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
農
薬
を
使
用

す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。
次
の

こ
と
に
気
を
付
け
て
、
正
し
く
安
全

に
使
い
ま
し
ょ
う
。

◦
容
器
に
あ
る
表
の
倍
率
︑
回
数
︑

　
使
用
前
日
数
を
確
認
し
て
守
る

◦
安
全
に
配
慮
し
︑
使
用
後
は
専
用

　
の
保
管
庫
に
入
れ
て
厳
重
に
管
理

　
す
る

◦
散
布
す
る
際
に
は
周
辺
住
民
に
周

　
知
し
︑
人
や
家
畜
︑
ペ
ッ
ト
な
ど

　
が
近
く
に
い
な
い
か
十
分
に
確
認

　
す
る

【
問
い
合
わ
せ
】

農
林
振
興
課
　
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
９
９

　
１
枚
１
０
０
０
円
で
す
。

●
申
込
期
限
　
７
月
16
日（
木
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

町
並
・
地
域
振
興
課
　
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
係（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
８

　
熱
中
症
は
、
強
い
日
射
し
の
下
で

運
動
や
作
業
を
し
て
い
る
と
き
だ
け

で
な
く
、
部
屋
の
中
で
も
発
症
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
症
状
が
深
刻
に
な
る
と
命
に
関
わ

り
ま
す
。
熱
中
症
に
な
る
前
に
体
か

ら
い
く
つ
か
の
サ
イ
ン
が
出
ま
す
の

で
、
発
見
し
た
ら
次
の
よ
う
な
応
急

処
置
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
熱
中
症
の
サ
イ
ン

◦
め
ま
い
や
頭
痛
︑
吐
き
気
が
す
る

◦
全
身
の
だ
る
さ
や
筋
肉
痛
︑
こ
む

　
ら
返
り
が
あ
る

◦
汗
の
か
き
か
た
が
い
つ
も
と
違
う

◦
水
分
補
給
が
で
き
な
い

◦
歩
く
こ
と
が
で
き
な
い

●
応
急
処
置
の
ポ
イ
ン
ト

◦
日
陰
や
風
通
し
の
い
い
場
所
へ
移

　
動
す
る

し

催

知

ら

せ

お

世界で１つだけの凧作り

五
十
崎
特
産
の
和
紙
で

「
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
」

見
逃
さ
な
い
で

熱
中
症
の
サ
イ
ン

農
薬
や
除
草
剤
、使
用
・
保
管

は
正
し
く
安
全
に
―
―

　
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
期

の
プ
ー
ル
利
用
を
中
止
し
ま
す
。

《
内
子
町
内
》

▽
内
子
運
動
公
園
プ
ー
ル

▽
町
営
五
十
崎
プ
ー
ル

▽
町
営
参
川
プ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
】

自
治
・
学
習
課
　
社
会
体
育
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
４

《
大
洲
市
内
》

▽
平
野
運
動
公
園
プ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
》

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村
圏

組
合
運
動
公
園
事
務
局

☎
０
８
９
３
（
２
４
）
１
７
３
４

プ
ー
ル
利
用
中
止
の
お
知
ら
せ

そ
の
古
い
ゴ
ミ
、

歴
史
的
に
貴
重
な
資
料
か
も



人のうごき

曜日 病院名 電話番号
月・火 市立大洲病院 0893（24）2151

水 日中：加戸病院 0893（44）5500
夜間：喜多医師会病院 0893（25）0535

木 日中：大洲記念病院 0893（25）2022
夜間：市立八幡浜総合病院 0894（22）3211

金・土 大洲中央病院 0893（24）4551

日
日中：大洲中央病院 0893（24）4551
夜間：市立八幡浜総合病院 0894（22）3211

●救急病院

（敬称略／５月６日～６月５日届出分）
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日時：13（木）・27（木）の午前10時～午後３時30分
場所：内子自治センター　※相談は予約制です。
予約・問い合わせ：松山西年金事務所
　　　　　　　　　☎089（925）5110

●年金１日相談

日時：11（火）の午前９時30分～正午
場所：町民会館／内子分庁／小田自治センター
問い合わせ：総務課　☎0893（44）6150

●行政相談

日時：18（火）の午前９時30分～正午
場所：内子分庁
※心配ごと相談は予約制です。前日までに電話でお申
　し込みください。
問い合わせ：内子町社会福祉協議会　☎0893（44）3820

●心配ごと相談

月の相談日・救急当番医8

日 医院名 電話番号
２（日）おおくぼこどもクリニック 0893（57）9366
９（日）八幡浜一次救急休日・夜間診療所 0894（24）1199
10（月）亀井小児科（大洲市） 0893（24）3757
16（日）八幡浜一次救急休日・夜間診療所 0894（24）1199
23（日）おおむら小児科（内子町） 0893（44）7117
30（日）守口小児科（八幡浜市） 0894（24）7770

●小児在宅当番医

※けがなどの外科治療は、救急病院をご利用ください。

♣金森　凪
な ぎ

樹　　　　　内子18第1

♥藤岡　そら　　　　　護国

♣髙本　翔
しょうた

太　　　　　本町２

♣武田　凰
こうき

生　　　　　立川中央

♣相原　璃
り つ

月　　　　　黒内坊

♣保田　絃
い と

人　　　　　上町

●うぶごえ ―♣男の子 ♥女の子―

健太
真理子
達矢
裕美
悠司
智恵
尚樹
文香
海斗
真由
紘希
千夏

武田トシ子（86）内子３

佐竹　　浩（59）内子11

澤田　訓一（42）内子18第1

石田　榮子（81）和田
髙岡　音衞（85）長田
松本　　保（92）池田
伊達　照江（97）江子
久保　正邦（88）川中１

梶野　敏幸（92）川中２

●おくやみ

宮岡　義和（59）下立山
山田　国惠（63）古田
西野　民子（77）平野
石田　石明（86）東沖
西岡　勝博（71）東沖
村上　安夫（87）森
大野　正昭（92）祝谷
増田　福年（87）上川上
岡　三重子（87）下臼杵

●まごころ銀行　
　皆様から寄付をいただきました。心からお礼申し上げます。

内子町社会福祉協議会

澤田　久江様（内子18第1）
櫻田憲治郎様（内子19第1）
宮岡美代子様（護国）
久保　秀人様（川中1）
梶野　幸弘様（川中2）

橋本　健一様（平野）
西岡慎太郎様（東沖）
伊達　文利様（上宿間）
奥田　裕二様（道徳）
井上　安雄様（大洲市）

●まちの人口
　（２年６月１日現在／（　）内は前月比）

・人口　16,174人　（△ 35）
　　　　　　　男性　7,777人（△ 18）
　　　　　　　女性　8,397人（△ 17）

・世帯数　　 7,113戸（△６）

　菊池　裕市
　植田　真美
　中本　大成
　松本　美波

●たかさご

診療科目 診療時間

内科
○昼間：午前９時～午後６時（日曜・祝日）
○夜間：午後８時～ 11時（平日、土・日曜日）

●大洲喜多休日夜間急患センター    ☎0893（23）1156

※当センターの診療は応急措置のみです。休日や夜間に急に　
　具合が悪くなった、中学生以上の人が受診できます。

お元気ですか
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急増する大腸がん、生活習慣を見直してみよう
　日本では毎年約 100 万人が、がんと診断されて
います。その中でも大腸がんにかかる人は多く、
男女ともに死亡率が上昇しています。原因の一つ
に食生活の欧米化があるといわれています。
●こんな人は要注意
・脂っこい食べ物が好き
・便秘になりやすい
・緑黄色野菜をあまり食べない
・家族や近親者で大腸がんにかかった人がいる
・過度な飲酒、喫煙習慣がある
●生活習慣を見直して予防しよう
▷脂身の多い食べ物を取り過ぎない……ベーコン
　やソーセージなどの加工食品、揚げ物は発がん
　性物質の元となります。

▷食物繊維の多い野菜や海藻を食べる……腸内環
　境を整えたり、発がん性物質を吸収して外に出
　す働きがあります。
▷便秘にならないようにする……適度な運動や水
　分補給で便秘は解消できます。
●定期的な検診で早期発見を
　大腸がんの症状は排便時の出血、腹痛などがあ
りますが、初期の段階では自覚症状が少なく見つ
けにくいです。しかし、比較的ゆるやかに進行す
るため、検診で早期に発見すればほぼ完治します。
検診は便潜血検査という方法で行い、痛みを伴わ
ず、手軽にできます。内子町でも 40 歳以上の人
を対象に集団検診を実施しているので、ぜひ受け
てみてください。

【問い合わせ】
内子町保健センター
☎０８９３（４４）６１５５

骨粗しょう症検診、子宮頸がん検診
日 受付時間 場所

５（水）○骨粗しょう症検診　
　午前８時～正午
○子宮頸がん検診
　午後１時～２時30分

五十崎自治センター６（木）

７（金）

乳がん検診（マンモグラフィー）
日 受付時間 場所

17（月）午前９時～ 11時30分
午後１時～３時30分 小田保健センター25（火）

26（水）午前９時～ 11時30分

28（金）午前９時～ 11時30分
午後１時～３時30分 五十崎保健センター

月の健康カレンダー8
●成人保健

　新型コロナウイルス感染症対策のため、受診は予約
した人に限ります。受診を希望する人で申し込みがま
だの場合は、内子町保健センターまでご連絡ください。
※健診は必ず指定した日時にお越しください。
※今年度の腹部超音波検査、乳房超音波検査は中止します。

日 受付時間 場所

４（火）

午前８時～正午

五十崎凧博物館

５（水）

五十崎自治センター
６（木）

７（金）

23（日）午前８時～ 11時30分
午後１時～２時30（日） 内子自治センター

特定健診、がん検診（肺がん・胃がん・大腸がん・
前立腺がん）

　空調設備工事のため、内子保健センター（分庁
裏）を一時休館します。期間は７月～ 10月頃ま
での予定です。五十崎保健センター（町民会館１
階）では通常通り業務を行っているので、こちら

をご利用ください。
　事前にご相談があれば内子分庁でも対応ができ
ます。希望する人は内子町保健センターまでご連
絡ください。

一時休館のお知らせ



町内無線放送が聞き取れなかった
場合はお電話ください。

通話料無料の
フリーダイヤル
☎０１２０（４４）２１３０
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記
幸

久保　泰
やすのり

則さん（82）、鈴
す ず こ

子さん（78）＝小田上＝

隠し味は、夫婦の思い出と人情味――
ふっくら優しい「よもぎカステラ」

◎「みんなにおいしいと食べてもらえたら」と買い求めやすい価格で販売を続ける

　
久
保
菓
子
店
を
営
む
久
保
泰
則
さ
ん
と
鈴

子
さ
ん
。
旧
中
山
町
か
ら
60
年
前
に
移
住
し
て

き
て
以
来
、
小
田
中
央
商
店
街
で
和
菓
子
を
作

り
続
け
て
い
ま
す
。
当
時
の
小
田
の
人
口
は
約

１
万
２
０
０
０
人
で
、
と
て
も
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。「
饅
頭
の
ほ
か
に
、
パ
ン
や
ケ
ー
キ

も
作
っ
て
い
た
。
よ
く
売
れ
た
け
ど
大
変
や
っ

た
」と
泰
則
さ
ん
が
言
う
と
、
鈴
子
さ
ん
も「
子

ど
も
を
お
ん
ぶ
し
な
が
ら
手
伝
っ
て
、
２
人
で

よ
ー
や
れ
た
い
」と
懐
か
し
み
ま
す
。

　
自
慢
の
よ
も
ぎ
カ
ス
テ
ラ
は
20
年
前
、
鈴
子

さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
研
究

熱
心
な
泰
則
さ
ん
が
試
行
錯
誤
し
て
、
絶
妙
な

分
量
で
よ
も
ぎ
の
お
い
し
さ
を
引
き
出
し
た
そ

う
で
す
。「
無
添
加
で
材
料
は
卵
と
砂
糖
、
小
麦

粉
、
よ
も
ぎ
だ
け
。
分
量
と
焼
き
方
の
工
夫
だ

け
で
ふ
っ
く
ら
し
て
お
い
し
く
な
る
。
他
に
は

な
い
味
」と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

　
７
年
前
に
閉
店
し
た
と
き
、「
店
を
し
て
も

ら
わ
な
い
け
ん
」「
ま
た
食
べ
た
い
」と
多
く
の

人
に
お
願
い
さ
れ
ま
し
た
。
２
人
は「
み
ん
な

親
切
。
遠
慮
な
く
言
え
る
の
も
田
舎
の
よ
さ
。

都
会
だ
っ
た
ら
再
開
で
き
て
な
い
か
も
」と
感

謝
し
ま
す
。
泰
則
さ
ん
は「
オ
ー
ブ
ン
が
傷
ん

だ
ら
や
め
よ
う
と
思
っ
て
い
る
け
ど
、
な
か
な

か
傷
ま
ん
。
自
分
が
元
気
な
う
ち
は
、
頑
張
ら

な
い
け
ん
な
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。
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回

▽
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
取
材
が

減
り
ま
し
た
が
、
そ
の
分
、

ヒ
メ
ボ
タ
ル
の
撮
影
を
し
た

り
、
ド
ロ
ー
ン
や
動
画
作
成

に
挑
戦
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
今
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
い
た
ら
、
で
き
る
こ
と
が

増
え
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

こ
の
成
長
を
早
く
イ
ベ
ン
ト

取
材
で
生
か
し
た
い
（
裕
）

▽
ヒ
メ
ボ
タ
ル
の
優
し
い
光

が
き
れ
い
で
癒
さ
れ
ま
し

た
が
、
カ
メ
ラ
の
設
置
中
に

た
く
さ
ん
蚊
に
刺
さ
れ
ま

し
た
。
か
ゆ
み
止
め
を
塗
り

す
ぎ
た
せ
い
か
、
お
風
呂
に

入
っ
た
と
き
に
ヒ
リ
ヒ
リ
し

て
絶
叫
。
毎
年
な
ぜ
か
や
っ

ち
ゃ
い
ま
す
（
沖
）
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